
 

 

 

 

            横浜港港湾計画の改訂について 

 

１ 経過 

  港湾計画改訂にあたっては、平成 25 年 11 月から 12 月まで市民意見募集を行い、改訂

案を作成し、26 年 9 月 24 日の横浜市港湾審議会で了承をいただきました。 

その後、11 月 14 日に国の交通政策審議会港湾分科会の審議を経て計画が確定したため、

12 月 15 日の市報において公告いたしました。 

 

２ 計画の特徴 

  今回の計画は、国際コンテナ戦略港湾である横浜、川崎、東京の三港が同時に改訂を

行いました。 

 その中で、横浜港においては、本牧沖に新たなふ頭を位置づけ、自然水深を活かした

18ｍを超える大水深・高規格コンテナターミナルと高度な流通加工機能を有するロジス

ティクス施設を一体的に配置しました。大黒ふ頭では、自動車ターミナルの機能拡充に

向け岸壁の増深と延伸を行うこととしています。 

 また、都心臨海部における新たな賑わい拠点の形成に向けた山下ふ頭の再開発や、ベ

イブリッジを通過できない超大型客船の対応などについても計画しています。 

 

３ 計画の概要（参照：横浜港港湾計画リーフレット） 

(1) 国際競争力のある港 

公共ふ頭計画、臨港交通施設計画 他 

(2) 市民が集い、憩う港 

山下ふ頭の再開発、旅客船ふ頭計画、レクリエーション等活性化水域 他 

(3) 安全・安心で環境にやさしい港 

大規模地震対策施設計画（耐震強化岸壁の整備）、自然的環境を整備又は保全する 

区域 他 
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